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１．研究目的 

本研究の目的は、子どもの学力形成を保障する自然体験学習の地域プログラム（授業モデル）を、

本学と世羅町教育委員会及び世羅町小・中学校の連携によって開発することである。具体的には、次

の３点を実施する。 
（１）自然体験学習のプログラムの開発 

 2008 年４月に開園した「せら県民公園自然観察園」は世羅台地の自然湿地を再現しており、自然体

験学習の場に相応しい優れたフィールドである。このフィールドを活用して、世羅町の小・中学校に

共通のプログラムを開発する。また、開発したプログラムと関係づけて、学校周辺の自然環境を生か

した、各学校独自のプログラムも開発する。これらの開発では、児童・生徒の学力形成に効果がある

と考えられる自然体験学習の内容や指導法の要素を組み込む。 

（２）自然体験学習のプログラムの試行と評価 

 開発したプログラムを世羅町の小・中学校において試行的に実施する。児童・生徒の学習到達度を

把握し、開発したプログラムの有効性と問題点を検討する。 

（３）自然体験学習のプログラムの提示 

 (１)と(２)で得られた研究成果を総合的に評価・検証し、子どもの学力形成を保障する自然体験学習

の地域プログラムを提示する。これを「せらの豊かな自然体験学習」(仮題)という報告書にまとめ、

県内外の教育界に情報を発信する。 
 
２．平成 20 年度の研究成果の概要 

 ２年間計画の１年目にあたる平成 20 年度は、世羅町の自然環境を生かして、児童・生徒の学力形成

を保障する自然体験学習の地域プログラム（授業モデル）を開発することが目的であった。 

そこで、地域課題解決研究の課題提案者である世羅町教育委員会と、本学（人間文化学部、並びに

生命環境学部）、せら県民公園、広島市森林公園昆虫館、広島県立教育センター、広島市教育センター

の６者の連携のもとで研究を進めた。その結果、次の３点を達成した。 

（１）自然体験学習のプログラムの開発 

自然体験学習に使用するワークシート（案）を作成した。内容は、秋の自然体験学習に用いる「ト

ンボ」（図１）、「秋の植物遊び」、「見つけてみよう！秋の七草＆畦の七草」、並びに春の自然体験学習

に用いる「カエルの生活史－産卵から生態まで－」（図２）、「トンボの成虫の比較分類」、「ため池の植

物～コウホネ類の見分け方～」、「春の草花遊び」（図３）である。また、ワークシートを用いて行う授

業モデルの内容構成と学習指導法について検討した。 

（２）自然体験学習の学習会の開催 

せら県民公園自然観察園において、世羅町内小・中学校教師を対象に、自然体験学習の学習会（自

然観察会も含む）を開催した（平成 20 年 10 月 31 日、参加者 46 名）。秋の自然体験学習に用いるワー

クシート（案）を実際に教師に使用してもらうことで、その有効性や問題点を明らかにした。また、

学習会の講師として、浜本奈鼓氏（環境教育ＮＰＯくすの木自然館理事）を招聘し、自然体験学習を 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進める上での基本的な考え方について講話をいただ

いた。 

（３）自然体験学習のプログラムに対する外部評価 

学習会の講師として招聘した浜本氏から、ワーク

シート（案）及び授業モデルの内容構成と学習指導

法について評価を受け、それらの有効性や問題点を

明らかにした。 
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図２ ワークシート案（「カエルの生活史」の

一部、指導者用） 

 
図１ ワークシート案（「トンボ」の一部、

指導者用） 

 

図３ ワークシート案（「春の草花遊び」、

低学年児童用） 

 




